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■口地区書●づくと,協議会
会報策 2号

4月 1日 、笠岡総合体育館において笠岡市市制施行60周年記念式典が盛大に開催さ

れました。笠岡市は昭和27年に笠岡町と金浦町が合併、その後も周辺の村や笠岡諸島
が編入されて現在の市域となり、当時の人口は約7万人、私たちの町田笠岡地区には約
1万 3千人が暮らしていました。しかし今、これまでに経験したことのない少子・高齢

化社会の進展によつて人口が減少し、人々の絆さえも薄れようとしています。「この町

に住んで良かつた、これからもずつと住み続けたい」との思いが地域を支えるチカラに

結びつくよう、私たち『笠岡地区まちづくり協議会』では、地域の課題解決や特色を活

かした活動に一歩ずつ取り組んでまいりたいと思います。

本号では、まちづくり協議会のしくみなどを分かりやすく掲載しておりますので、曽

様方のご理解とご協力を ろしくお願いいたします。

◆次号では《協働のまちづくり》についてお知らせします。

『まちづくり協議会事務所』 笠岡市笠岡2627番地 電話:63-5949

★まちづくり協議会のうごき
B平成24年 4月 9日 に第2回 目の総務部会を開き、笠岡市交付金申請手続きなど

の報告と役員会の開催準備等について話し合いました。
・5月 13日に事務局員の承認、活動計回検討のため役員会を開催予定です。
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☆ま巧づくi〕協議会0しくみ

笠岡地区における住民の互いの支え合う心、豊かな感受性、協働の姿勢、たくましい

行動力の醸成を図るとともに、地域課題を自分のこととしてとらえ、住民全体で話し合

いによつて解決し、一人ひとりが心も身体も健康で、美顔で安心して暮らせる地域社会

をみんなで作ることを目的としています。

(会 員)

協議会は、笠岡地区に居住するすべての住民及びこの協議会の目的に賛同する個人並

びに団体を会員としています。

(委 員)

協議会の委員は、各地区運営委員会の推薦及び笠岡地区の各種団体が推薦する者で任 f

期は2年間とし、委員の総数は86名です。

(協議会の組織)

協議会は、総会、役員会、部会、地区運営委員会などで組織され、主に次のようなこ

とを行います。
口総 会

定期及び臨時の会議を開き、協議会の活動計画及び予算に関することなどを審議します。

口役員会

必要に応じて開催し、総会に諮る議案の取りまとめ、活動計画や予算の管理などを行

います。
口部会及び地区委員会

口部会は、総務部会 いくらし部会・子育て部会・福祉部会・文化部会 n広報部会の6

つに分かれ、それぞれの部会において具体的な活動を行います。
。地区運営委員会は、3つのプロックで構成され、地区の問題点や課題を部会や役員

会に提言したり、事業計画に基づいて活動を行います。
口事務局

協議会事務所に事務局を置き、必要な職員を置いて事務を処理します。

※事務局は、週3日 (月
日水 い金)・ 1日 3時間(14時～17時)で、5月 中旬から

開館の予定です。

ここが

事務所です !

事絡帝前に票向骨標
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「こんな地域になつたらいいな』

rこんな不安を解消して欲しいなJなどなど

皆様のご意見をお寄せください。

日頃の生活の中で、「かさおかの町の課題だと感じていること』rも し

災書が起こつたら、こんなことが不安だと思つていることJまた反対に
r私たちの町にもこんなすばらしい所があるので、それを活かした活動
をしてはどうかJと いつた声を当協議会へお寄せください。

曽さんの声を「まちづくり協議会で取り組めるもの」や『地域の要望
として市役所へお願いするもの」に整理をしながら、課題の解消や特長
を活かした地域づくり活動を進めてまいります。

"切 り取つて、お住まいの地区運営委員さん B町内会の役員さんまでお履けください。
こ町内会などで集まりましたら、お手数ですが地区運営委員長さんを経由し協議会事務局で

まとめさせていただきます。
日会報は世帯ごとに配布しておりますので、他の用紙に書いていただいてもかまいません。

キツトリ

ご意見
ご要望
ご提案

の内容

年  齢 20代以下・30代 B40代 口50代 B60代 日70代以上

性  別 男性 女性

お住まいの

地   区

東地区 (六磯・伏越)、 宮地 B浜四地区、中央地区 (殿甫・本町 B仁王堂)

住宙・西の浜地区、西地区 (西西・西東・川南 B正寿場)・ 殿北地区

川北地区口追分地区   周黎当の箇所に丸印を,け((ださいo


